
令和７年度 全国学力・学習状況調査を
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児童・生徒質問調査

群馬県教育委員会

群馬 各課提供 全国学力・学習状況調査



児童・生徒質問調査結果の傾向

自己肯定感、将来の夢や目標の有無に対して、本県の多くの子ども
たちは肯定的に回答している

※数値は、肯定的な回答（「当てはまる」「どちらかと言えば当てはまる」）の割合 （ ）は全国平均との差

（５）自分には、よいところがあると思う
89.3％

（＋2.4）
87.7％

（＋1.5）

（７）将来の夢や目標を持っている
87.0％

（＋3.9）
71.5％

（＋4.0）

質問事項 小学校 中学校

Ⅱ 将来の夢や目標に向かい自分の力で歩んでいくために

Ⅰ 学校が安全・安心で楽しく魅力的な居場所となるために



Ⅰ 学校が安全・安心で楽しく魅力的な居場所となるために

自己肯定感

（12）学校に行くのは楽しいと思う
87.1％

（＋0.6）
87.1％

（＋1.0）

質問事項 小学校 中学校

（５）自分には、よいところがあると思う

（6）先生は、あなたのよいところを
  認めてくれていると思う

92.1％
（-0.1）

93.0％
（＋0.8）

（14）友達関係に満足している
92.2％

（＋0.5）
91.3％
（-0.1）

※数値は、肯定的な回答（「当てはまる」「どちらかと言えば当てはまる」）の割合 （ ）は全国平均との差

【相関関係】

【相関関係】

自己有用感 友達関係



Ⅰ 学校が安全・安心で楽しく魅力的な居場所となるために

(10) Ｒ５ Ｒ６ R７

小学校 66.2％ 65.6％ 69.2％＜＋3.6＞

中学校 61.6％ 61.5％ 69.7％＜＋8.2＞

※数値は、肯定的な回答（「当てはまる」「どちらかと言えば当てはまる」）の割合  （ ）は全国平均との差、 ＜ ＞はR6との差

教育相談体制の強化

質問事項 小学校 中学校

（12）学校に行くのは楽しいと思う 87.1％
（＋0.6）

87.1％
（＋1.0）

（10）困りごとや不安がある時に、先生や学校に 小69.2％    中69.7％
       いる大人にいつでも相談できる    （－1.4）     （－3.5）

【相関関係】



Ⅰ 学校が安全・安心で楽しく魅力的な居場所となるために

発達支持的
生徒指導

全ての児童生徒の成長を支える日常的な教職員による働きかけ

 自己肯定感・自己有用感を育てる場面の設定

○児童生徒が｢一人の人間として大切にされている｣と実感できる働きかけ

 ・学級集団において、お互いのよさを認め合う活動の工夫
 ・児童会や生徒会活動における異学年交流の積極的な実施等

 児童生徒と教職員との信頼関係づくり

○教職員と児童生徒、児童生徒同士の共感的で温かな人間関係づくり

 ・児童生徒への挨拶、声かけ、励まし、賞賛、対話、及び、授業や行事等を通した
 個と集団への働きかけ

・弱音を吐いたり、人に頼ったりすることができる雰囲気づくり
・児童生徒一人一人の強みを教職員間、児童生徒間で共有する場の設定



質問調査より

 （７）将来の夢や目標を持っている

（11）人の役に立つ人間になりたいと思う

【相関関係】

　　(7)

(11)
1 2 3 4 総計

1 7459人 2145人 728人 321人 10653人

2 1555人 829人 386人 222人 2992人

3 118人 87人 62人 51人 318人

4 35人 20人 12人 39人 106人

１ 当てはまる
２ どちらかといえば当てはまる
３ どちらかといえば当てはまらない
４ 当てはまらない

※ 表のデータは小学校（中学校も同様の傾向が見られる）

Ⅱ 将来の夢や目標に向かい自分の力で歩んでいくために

キャリア教育の充実



質問調査より
（11）人の役に立つ人間になりたいと思う

（39）授業や学校生活では、友達や周りの人の考えを大切にして、
お互いに協力しながら課題の解決に取り組んでいる

【相関関係】

(11)どちらかと
いえば当てはまる

(11) 当てはまる

(11)当てはまらない
(11)どちらかと
いえば当てはまらない

当てはまる (39) 当てはまらない

Ⅱ 将来の夢や目標に向かい自分の力で歩んでいくために

互いの意見を尊重し合う雰囲気作り
児童生徒の協働による課題解決場面の設定

※ 円グラフのデータは小学校（中学校も同様の傾向が見られる）



学校外の教育リソース活用の必要性

質問調査より

（７）将来の夢や目標を持っている

回答 小学校 中学校

４ 当てはまらない ６３３人（４.５％） １,０７７人（７.７％）

質問事項 小学校 中学校

（26）※1 ４７９/633人 ８７３/1077人

（23）※2 ５９８/633人 １,０１４/1077人

【相関関係】

※1 地域の大人に、授業や放課後などで勉強やスポーツ、体験活動に関わってもらったり、一緒に遊んでもらったりすることがある
※2 新聞を読んでいますか

Ⅱ 将来の夢や目標に向かい自分の力で歩んでいくために

あまり当てはまらない（月に 1 ～ 3 回程度読んでいる）、
当てはまらない（ほとんど、または、全く読まない）と回答したものを抽出



Ⅱ 将来の夢や目標に向かい自分の力で歩んでいくために

 キャリア・パスポートを効果的に活用したキャリア教育の充実
 ・日常的に、仲間とともに自らの足跡を振り返り、目標を共有する活動の工夫
 ・創意工夫して学級生活をより豊かにする係活動など、自治的能力を育む活動の充実

 児童生徒が認め合い、助け合い、高め合う支持的風土の一層の醸成
 ・異なる意見や立場の違いが自らの思考を深めることにつながると実感できる場面の設定
 ・仲間とともに成長できることを実感できる協働による課題解決場面の設定

 学校外の教育リソースを活用する機会の充実
 ・信頼できる大人と多くの関わりが持てる学習活動や学習環境の工夫
 ・地域や社会と自らのつながりを自覚し、貢献しようとする思いを育む活動の工夫



おわりに

学校教育の指針
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